
蘇れ！江戸・東京野菜
地域文化への定着活動始まる

大竹道茂

当
日
、
野
永
氏
は
、
築
地
市
場
の
東
京
シ
テ
ィ

青
果
か
ら
取
り
寄
せ
た
「
う
ど
、
小
松
菜
、
金

町
コ
カ
ブ
、
千
住
ネ
ギ
、
亀
戸
大
根
」
の
五
品

目
を
セ
ッ
ト
に
し
て
百
五
十
セ
ッ
ト
、
一
セ
″

ト
が
五
百
円
で
す
。

　
　
「
今
日
は
、
皆
さ
ん
に
江
戸
束
京
野
菜
を
覚

え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
だ
か
ら
」
と
、
購

人
価
格
の
半
額
で
即
売
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
江

戸
っ
子
気
質
！
　
こ
れ
が
、
日
経
流
通
新
聞
に

大
き
く
取
り
ｈ
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
流
通
業

界
か
ら
、
江
戸
東
京
野
菜
へ
の
ラ
ブ
コ
ー
ル
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
本
橋
に
一
番
近
い
産
地
で
あ
り
、

汀
戸
東
京
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん
な
、
Ｊ
Ａ
東
京

ス
マ
イ
ル
が
協
力
。
葛
飾
元
気
野
菜
直
売
部
会

の
方
々
が
、
祭
り
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

小
金
井
市
で
の
取
り
組
み

　
今
、
小
金
井
市
で
は
、
「
江
戸
野
菜
、
創
・

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
活
発
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
な
ぜ
、
小
金
井
で
江

戸
野
菜
か
？
」
で
す
が
、
今
上
天
皇
が
皇
太
子

（
戦
争
中
）
の
頃
、
疎
開
し
て
い
た
の
が
、
現

　
伝
統
野
菜
の
復
活
は
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
十
数
年
の

取
り
組
み
の
中
で
、
生
産
者
の
勤
き
に
続
き
、
数
年
前
か
ら
市
場
、
研
究
機
関
に
移
り
、

よ
う
や
く
料
理
人
の
世
界
で
も
活
発
な
勤
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
統
野
菜
は
、
と
か
く
扱
い
づ
ら
い
が
、
個

お
江
戸
日
本
橋
か
ら
発
信

　
昨
年
の
暮
れ
の
こ
と
で
す
。
日
本
橋
の
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
月
刊
「
目
本
橋
」
が
取
材
に

来
ま
し
た
。
こ
の
冊
ｆ
は
老
舗
店
の
レ
ジ
の
脇

な
ど
に
置
い
て
あ
る
も
の
で
す
が
、
特
集
は
、

「
汪
戸
束
京
野
菜
」
。
こ
の
企
團
を
提
案
し
た
の

は
目
本
料
理
「
日
本
橋
ゆ
か
り
」
の
二
代
目
社

長
・
野
永
喜
一
郎
氏
で
、
何
で
も
、
江
戸
東
京

野
菜
を
知
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
線
路
向
こ
う

の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
出
か
け
、
地
下
の
農
文
協
書
店

で
、
Ｊ
Ａ
束
京
中
央
会
発
行
の
「
江
戸
東
京
農

業
名
所
め
ぐ
り
」
を
買
っ
て
き
た
と
い
う
の
で

す
。
　
そ
ん
な
、
野
永
氏
か
ら
二
月
は
じ
め
に
会
い

た
い
と
の
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
東
京
駅
ハ

重
洲
口
か
ら
二
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
お
店

に
伺
い
、
江
戸
束
京
野
菜
を
使
っ
た
コ
ー
ス
料

理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
食
材
と
し
て
の
汪
戸

東
京
野
菜
へ
の
熱
い
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

在
、
汪
戸
東
京
博
物
館
の
分
園
、
「
江
戸
束
京

た
て
も
の
園
」
の
地
で
し
た
。
そ
こ
は
江
戸
か

ら
昭
和
期
ま
で
の
代
表
的
な
民
家
が
移
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
金
井
に
は
東
京
農
工
大

学
が
あ
り
、
「
工
学
部
付
属
繊
維
博
物
館
」
は
、

江
戸
か
ら
続
く
織
物
や
工
芸
を
伝
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
地
域
資
源
に
、
江
戸
か
ら
の
食
文

化
が
加
わ
れ
ば
、
小
金
井
市
は
、
江
戸
か
ら
の

生
活
文
化
が
楽
し
め
る
町
に
な
る
わ
け
で
、
そ

れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
で
す
。

性
的
な
味
は
捨
て
が
た
い
。
料
理
人
の
腕
を
信

じ
て
、
練
馬
人
根
や
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
な
ど
、
伝

統
野
菜
を
沢
山
つ
く
っ
て
欲
し
い
と
言
う
こ
と

で
し
た
。
つ
く
っ
て
も
、
売
れ
な
い
の
で
は
、

生
産
者
も
や
る
気
を
な
く
し
ま
す
が
、
料
理
人

か
ら
の
エ
ー
ル
は
、
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
ま
す
。

　
野
永
氏
は
、
東
京
料
理
業
組
合
の
組
合
長
。

今
年
か
ら
、
組
合
の
中
に
「
江
戸
東
京
野
菜
料

理
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
毎
月
、
素
材
を
決

め
て
、
研
究
を
し
始
め
た
と
い
う
か
ら
頼
も
し

い
。
ち
な
み
に
、
い
た
だ
い
た
お
料
理
は
絶
品

で
、
Ｌ
Ｌ
京
の
節
は
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
束
京
に
来
る
機
会
の
な
い
方
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
日
本
橋
ゆ
か
り
」
を
検

索
い
た
だ
け
れ
ば
、
野
永
氏
の
料
理
に
対
す
る

思
い
が
映
し
出
さ
れ
伝
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
　
懇
談
の
中
で
、
四
月
八
日
の
「
日
本
橋
祭
り
」

で
何
か
や
ろ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

だ
く
企
團
な
の
で
す
。

　
雑
煮
は
、
地
元
レ
ス
ト
ラ
ン
が
調
理
、
配
膳

を
担
当
し
ま
し
た
。
鰹
だ
し
で
、
お
醤
油
（
し

た
し
）
仕
立
て
の
澄
ま
し
汁
に
、
焼
い
た
角
餅

と
小
松
菜
と
い
う
、
江
戸
の
商
家
で
食
べ
ら
れ

て
い
た
シ
ン
プ
ル
な
雑
煮
は
好
評
で
し
た
。

　
抽
選
に
外
れ
た
方
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
の

書
き
込
み
は
、
「
お
金
を
出
し
て
で
も
食
べ
た
か
っ

た
」
と
、
無
念
さ
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
、
一
月
に
「
江
戸
野
菜
で
味
わ
う
小
正
　
パ
ー
ト
Ｈ
企
画
に
も
注
目

月
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
内

で
開
催
し
ま
し
た
。
副
題
が
「
祝
い
箸
を
作
っ

て
汪
戸
雑
煮
を
食
べ
よ
う
！
」
で
す
。

　
当
初
の
募
集
人
員
は
五
百
名
の
予
定
で
し
た

が
、
応
募
数
は
千
三
百
名
に
の
ぼ
り
、
結
局
百

食
を
追
加
し
て
、
都
合
六
百
名
の
方
々
を
招
き

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
当
選
者
に
ま
ず
、
紙
ヤ
ス
リ
を

渡
し
、
三
十
分
ほ
ど
か
け
て
箸
作
り
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

千
代
紙
で
箸
袋
を
折
り
、
手
作
り
の
箸
を
納
め
、

そ
の
祝
い
箸
で
お
雑
煮
を
い
た
だ
く
と
言
う
も

の
。
江
戸
の
食
文
化
を
学
び
、
味
わ
っ
て
い
た

　
小
金
井
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
汪
戸
雑

煮
の
成
功
に
自
信
を
持
ち
、
再
度
、
江
戸
東
京

た
て
も
の
園
を
ス
テ
ー
ジ
に
「
江
戸
野
菜
を
味

わ
う
」
パ
ー
ト
Ｈ
、
と
し
て
、
十
一
月
十
一
日

開
催
で
企
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
、
都
市
農

業
の
保
全
も
目
的
に
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ

ん
が
、
三
月
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
周
辺

か
ら
、
「
汪
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
へ
の
道
す

が
ら
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
飲
食
店
を
一
軒
一
軒

訪
問
、
食
材
と
し
て
の
江
戸
東
京
野
菜
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
の
努
力
を
重
ね
て

26一27



き
た
の
で
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
地
元
特
産
品
を
加
え
メ

ニ
ュ
ー
を
差
別
化
し
た
い
」
、
「
野
菜
の
い
わ
れ

を
明
記
し
て
料
理
に
付
加
価
値
を
付
け
た
い
」
、

「
江
戸
東
京
野
菜
の
ラ
イ
ン
ナ
″
プ
や
供
給
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
な

ど
、
前
向
き
な
反
響
が
、
基
礎
資
料
と
し
て
新

た
な
企
團
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　
『
た
て
も
の
園
「
住
と
食
文
化
」
フ
ェ
ス
タ
・

汪
戸
束
京
野
菜
を
味
わ
う
』
が
そ
れ
で
、
ま
ず
、

十
一
月
中
句
に
収
穫
で
き
る
汪
戸
東
京
野
菜
の

選
定
を
行
な
い
ま
し
た
。
亀
戸
人
根
、
大
蔵
大

き
な
い
か
、
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
十

店
舗
ほ
ど
か
ら
、
参
加
す
る
と
の
返
事
が
あ
り

ま
し
た
。
予
定
で
は
、
ワ
ゴ
ン
販
売
す
る
各
店

の
自
慢
料
理
は
、
一
食
に
に
限
ご
。
百
円
で
食
べ
て

い
い
い
た
だ
こ
う
と
言
う
も
の
で
す
。
売
れ
行

き
が
良
け
れ
ば
、
今
後
、
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
て
い
た
だ
き
、
地
元
産
野
菜
の
消
費
拡
大
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
地
の
り
Ｉ
ダ
ー
達
と
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は
、
新
た
な
ネ
″
ト
ワ
ー
ク

が
生
ま
れ
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
湧
い
て
き
ま
す
。

根
、
伝
統
小
松
菜
、
金
町
Ｊ
カ
ブ
、
し
ん
七
り
　
練
馬
大
根
復
活
を
食
育
に

菜
等
で
、
こ
れ
ら
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
地
元

Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
に
協
力
を
求
め
、
速
や
か
に

小
金
井
地
区
か
ら
数
軒
の
意
欲
あ
る
農
家
を
選

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
栽
培
し
た
こ

と
の
あ
る
野
菜
は
、
小
松
菜
ぐ
ら
い
で
す
。
そ

こ
で
、
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
の
技
術
者
が

栽
培
指
導
に
当
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
前

に
は
収
穫
で
き
る
よ
う
に
播
種
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
地
元
で

栽
培
し
た
江
戸
束
京
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
、

「
た
て
も
の
園
」
内
に
出
店
（
ワ
ゴ
ン
販
売
）
で

　
江
戸
東
京
野
菜
の
代
表
と
言
え
ば
、
練
馬
人

根
で
し
ょ
う
。
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
が
下
練
馬

村
の
農
家
に
大
根
の
生
産
を
命
じ
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
ま
す
。
関
東
ロ
ー
ム
層
に
堆
積
し
た
、

ク
ロ
ボ
ク
と
言
わ
れ
る
粒
子
の
細
か
い
火
山
灰

上
と
品
質
が
マ
。
チ
し
て
、
良
質
の
大
根
が
生

産
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
根
は
、
板
橋
・
練
馬
の
地
で
栽
培
さ
れ
、

自
然
交
雑
等
に
よ
り
、
い
く
つ
も
の
性
質
の
異

な
っ
た
大
根
が
生
産
さ
れ
、
代
表
的
な
も
の
で

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
其
の
会
で
　
の
入
っ
た
鍋
）
」
も
選
手
達
に
振
舞
わ
れ
ま
す
。

は
、
農
家
の
労
力
を
予
助
け
し
、
汪
戸
か
ら
続

く
練
馬
の
文
化
の
伝
承
、
食
農
教
育
の
実
践
と
　
1
2
月
の
風
物
詩
に
し
た
い

消
費
拡
人
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
、
「
江
戸
束
京

野
菜
・
練
馬
大
根
引
っ
こ
抜
き
競
技
大
会
」
の

企
圃
を
練
り
上
げ
ま
し
た
。
大
会
は
、
十
二
月

二
日
の
開
催
が
決
ま
り
、
当
日
は
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
が
つ
く
る
名
物
「
す
ず
し
ろ
鍋
（
大
根
と
肉

　　　　江戸東京野菜

隷謂大韻引っこ抜き墓眩大会

ぷ場者冊築中に昌心訟

　
大
根
を
抜
く
に
は
、
足
元
を
固
め
、
腰
を
充

分
に
落
と
し
て
、
膝
を
使
っ
て
垂
直
に
引
き
抜

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。
抜
け
な
い
か
ら
と
、
左

右
に
ゆ
す
り
な
が
ら
抜
こ
う
と
す
れ
ば
、
折
れ
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ハ
種
類
に
も
な
り
ま
す
。
沢
庵
に
代
表
さ
れ
る

漬
物
用
、
お
で
ん
の
具
な
ど
の
煮
物
用
に
と
泊

費
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
百
七
十
年

も
の
連
作
の
中
で
、
昭
和
八
年
に
ウ
イ
ル
ス
病

が
発
生
し
て
か
ら
は
、
ま
と
も
な
大
根
が
出
来

な
く
な
り
、
戦
後
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
生
産
に
取
っ

て
代
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
篤
農
家
が
種
を
守
り
続
け
、
瓦

十
年
を
経
て
練
馬
人
長
尻
大
根
（
七
十
～
百
セ

ン
チ
）
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
栽
培
さ
れ
始
め
ま

し
た
。
で
も
、
せ
っ
か
く
復
活
し
た
の
に
、
年

間
八
千
五
百
本
の
生
産
に
庄
ま
っ
て
い
る
の
は
、

生
産
農
家
の
高
齢
化
が
大
き
な
理
由
で
し
ょ
う
。

栽
培
を
依
頼
す
る
と
、
「
抜
い
て
く
れ
る
な
ら
、

栽
培
し
て
も
い
い
ヨ
」
。
こ
れ
は
、
練
馬
大
長

尻
大
根
が
、
中
太
り
で
、
根
の
ハ
割
が
地
中
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
抜
く
の
は
人
一
倍
の
労
力
が

か
か
る
の
で
す
。
ま
た
、
核
家
族
の
現
在
で
は
、

練
馬
大
根
を
消
費
す
る
に
は
長
す
ぎ
て
、
辛
み

が
強
い
こ
と
も
ネ
ッ
ク
で
、
青
首
大
根
（
四
ト

～
五
十
セ
ン
チ
）
の
よ
う
に
、
抜
き
や
す
く
て
、

甘
い
味
の
大
根
が
人
気
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

伝
統
野
菜
の
練
馬
大
根
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
年
の
六
月
、
練
馬
区
と
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば

て
し
ま
う
と
い
う
代
物
で
す
か
ら
、
抜
く
に
は

そ
れ
な
り
の
技
術
が
必
要
な
の
で
す
。

　
大
勢
の
参
加
者
が
、
大
地
に
足
を
踏
ん
張
り
、

歯
を
食
い
し
ば
り
、
天
空
を
に
ら
ん
で
抜
く
さ

ま
を
、
微
笑
ま
し
い
「
1
2
月
の
風
物
詩
」
と
し

て
、
将
来
に
わ
た
り
育
成
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
練
馬
大
根
が
い
つ
ま
で

も
栽
培
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
区
民
と

共
に
練
馬
の
農
地
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
当
目
、
引
っ
こ
抜
か
れ
る
四
千
本
の
人
根
は
、

現
在
、
生
産
さ
れ
て
い
る
八
千
五
百
本
の
練
馬

大
根
と
は
別
に
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

人
根
は
、
翌
日
に
は
調
理
さ
れ
、
区
内
の
小
学

校
（
六
十
八
校
）
、
中
学
校
（
三
十
四
校
）
の
全

校
生
徒
四
万
八
千
人
の
給
食
に
供
さ
れ
ま
す
。

地
産
地
消
の
促
進
と
食
育
と
し
て
、
子
供
た
ち

の
目
に
入
る
と
い
う
の
も
初
め
て
の
試
み
で
、

今
、
大
根
は
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
復
活
し
た
江
戸
東
京
野
菜
の
地
域
文

化
へ
の
定
着
、
そ
し
て
食
農
教
育
の
実
践
と
地

産
地
消
の
拡
大
な
ど
、
夢
は
ど
ん
ど
ん
広
が
り

ま
す
。

　
　
　
　
（
江
戸
東
京
・
伝
続
野
菜
研
究
会
・
代
表
）
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